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凱 

風
（
夏
か
ら
秋
に
吹
く
南
風
）

が
い   

ふ
う

会
員
訪
問
・
協
和
サ
ッ
シ
㈱（
３
面
）／「
パ
ワ
ハ
ラ
」対
策
義
務
に（
２
面
）

　

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の

軍
事
侵
攻
か
ら
早
く
も
１
カ
月
が

過
ぎ
た
。
ど
う
や
ら
首
都
キ
エ
フ

（
ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
で
キ
ー
ウ
）
の
包

囲
は
解
か
れ
、
東
部
地
域
の
占
領

を
確
実
に
す
る
べ
く
転
進
す
る
と

の
こ
と
▼
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
難
民

と
な
っ
て
避
難
し
た
人
が
４
０
０

万
人
を
超
し
た
よ
う
だ
。
日
本
も

難
民
を
受
け
入
れ
る
と
の
こ
と
だ

が
、
ど
の
く
ら
い
受
け
入
れ
る
の

だ
ろ
う
か
。
難
民
の
生
活
を
ど
の

よ
う
に
支
え
て
い
く
の
か
▼
今
ま

で
の
日
本
の
難
民
の
取
り
扱
い
は

決
し
て
人
道
的
と
は
言
え
な
か
っ

た
わ
け
で
、
国
際
社
会
か
ら
の
批

判
を
受
け
な
い
方
向
へ
と
変
え
て

い
く
べ
き
で
は
な
い
か
▼
人
口
減

少
社
会
の
日
本
は
、
い
か
に
海
外

か
ら
の
難
民
（
移
民
）
を
受
け
入

れ
る
の
か
が
大
き
な
課
題
で
、
本

格
的
な
受
け
入
れ
態
勢
の
充
実
に

向
け
て
舵
を
切
っ
て
ほ
し
い
。
何

よ
り
も
言
葉
の
問
題
と
仕
事
や
教

育
な
ど
、
し
っ
か
り
と
受
け
入
れ

態
勢
の
強
化
に
力
を
入
れ
て
い
く

べ
き
時
だ
。（
峰
）

令
和
４
年
度（
４
月
〜
９
月
、10
月
〜
翌
年
３
月
に
分
け
）

　

道
商
工
連
が
毎
月
10
日
に
発

行
し
て
い
る
会
報
紙
『
道
商
工

連
』に
、
皆
さ
ま
が
製
作
し
た
チ

ラ
シ
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
の

宣
伝
物
を
同
封
し
て
、
会
員
企

「
道
商
工
連
」に
同
封
し
て
チ
ラ
シ
や
パ
ン
フ
無
料
配
布

業
の
皆
さ
ま
宛
て
に
無
料
で
配

送
し
ま
す
。

　

毎
月
、
月
末
ま
で（
12
月
は
20

日
ま
で
）
に
２
５
０
部
を
道
商

工
連
ま
で
お
届
け
く
だ
さ
い
。

雇
用
保
険
料
率
段
階
的
に
引
き
上
げ

（
次
ペ
ー
ジ
に
続
く
）

　

雇
用
保
険
料
の
引
き
上
げ
を
柱

と
す
る
雇
用
保
険
法
な
ど
の
改
正

法
が
３
月
30
日
、
参
院
本
会
議
で

与
党
な
ど
の
賛
成
多
数
で
可
決
、

成
立
し
た
。

　

現
在
、
賃
金

の
０
・
９
％
を

労
使
で
負
担
す

る
保
険
料
率
を

段
階
的
に
引
き

上
げ
、
２
０
２

２
年
４
〜
９
月

は
０
・
95
％
、

２
２
年
10
月
〜

２
３
年
３
月
は

１
・
35
％
に
な

る
。（
２
ペ
ー
ジ

お
知
ら
せ　

北
海
道
商
工
連

盟
の
事
務
局
員
を
務
め
て
い

た
槇
田
明
子
さ
ん
が
３
月
30

日
を
も
っ
て
退
職
さ
れ
ま
し

た
。
長
期
に
わ
た
る
ご
活
躍

に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
後
任
に
は
、
山
木
晶
（
あ

き
）
さ
ん
が
就
任
し
ま
し
た
。

ど
う
ぞ
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

の
表
参
照
）

　

北
海
道
新
聞
に
よ
る
と
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
で
保
険
財
政

が
悪
化
し
た
こ
と
が
理
由
で
、
企

業
の
休
業
手
当
を
国
が
部
分
的
に

補
填（
ほ
て
ん
）す
る
雇
用
調
整
助

成
金
は
、
支
給
決
定
額
の
累
計
が

５
兆
４
千
億
円
を
突
破
。失
業
手

当
な
ど
の
積
立
金
を
充
当
し
て
い

る
が
、２
２
年
度
末
に
は
、ほ
ぼ
枯

渇
す
る
見
通
し
だ
と
い
う
。



（２）

（
前
ペ
ー
ジ
か
ら
続
く
）

　

労
働
施
策
総
合
推
進
法
に
基
づ

く
「
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
措

置
」
が
、
令
和
４
年
４
月
１
日
か

ら
、
中
小
企
業
の
事
業
主
に
も
義

務
化
さ
れ
ま
し
た
。事
業
者
が
講

ず
る
べ
き
措
置
が
示
さ
れ
て
い
て
、

　

一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
に

は
、
失
業
手
当
受
給
者
70
万
人
以

上
な
ど
の
厳
し
い
条
件
が
あ
り
、

政
府
は
同
時
に
延
長
が
決
ま
っ
た

雇
用
保
険
の
臨
時
特
例
法
に
基
づ

く
繰
り
入
れ
も
検
討
す
る
と
い

う
。

　

企
業
の
み
が
負
担
す
る
「
雇
用

保
険
２
事
業
」
の
料
率
は
現
行
の

０
・
３
％
を
２
２
年
４
月
か
ら

０
・
35
％
に
す
る
。
労
使
折
半

で
負
担
す
る
「
失
業
等
給
付
」

は
現
在
の
０
・
２
％
を
２
２
年

10
月
か
ら
０
・
６
％
に
上
げ
る
。

労
使
折
半
で
０
・
４
％
の
「
育

児
休
業
給
付
」
は
据
え
置
く
。

令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら

中
小
企
業
も「
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」対
策
義
務
化

労
働
者
へ
の
周
知
と
啓
発
、相
談
窓

口
の
設
置
や
、迅
速
か
つ
適
切
な
対

応
な
ど
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

令
和
２
年
６
月
１
日
に
「
改
正 

労
働
施
策
総
合
推
進
法
」
が
施
行

さ
れ
、
中
小
企
業
は
令
和
４
年
３

月
31
日
ま
で
努
力
義
務
で
し
た

が
、
４
月
１
日
か
ら
義
務
化
さ
れ

ま
し
た
。

職
場
に
お
け
る
「
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
」の
定
義

　

職
場
で
行
わ
れ
る
①
〜
③
の
要

※ 園芸サービス、牛馬の育成、酪農、養鶏、養豚、内水面養殖および特定の船員を雇用する事業は一般の事業の率が適用。



３
　

札
幌
市
の
丘
珠
空
港
の
近
く
に

社
屋
と
工
場
が
あ
る
。
同
社
が
製

作
し
て
い
る
代
表
的
な
製
品
は
、

ツ
ル
ハ
ド
ラ
ッ
グ
や
マ
ク
ド
ナ
ル

ド
、
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
、
ユ
ニ
ク
ロ

な
ど
の
有
名
店
舗
に
使
わ
れ
て
い

る
店
舗
用
ア
ル
ミ
サ
ッ
シ
で
、
ア

ル
ミ
製
カ
ー
テ
ン
ウ
ォ
ー
ル
の
製

作
も
手
掛
け
る
。

　

も
ち
ろ
ん
マ
ン
シ
ョ
ン
や
学
校
な

ど
、
鉄
骨
造
や
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
大
き
な
建
造
物
の
窓
や
自
動

ド
ア
の
サ
ッ
シ
な
ど
も
あ
る
。
ま

た
、
一
部
住
宅
製
品
の
窓
や
野
外

の
門
塀
や
外
柵
な
ど
の
エ
ク
ス
テ

リ
ア
関
係
も
取
り
扱
っ
て
い
る
。

　

同
社
の
創
業
は
１
９
７
７
年

（
昭
和
52
年
）。
檜
山
管
内
熊
石

町
（
現
八
雲
町
）
出
身
の
平
井

さ
ん
が
12
年
間
勤
め
て
腕
を
磨
い

た
窓
枠
な
ど
の
サ
ッ
シ
製
作
で
独

立
開
業
し
た
。

有
名
店
の
特
注
サ
ッ
シ
の
製
作
を
担
う

サ
ッ
シ
の
性
能
は
大
き
く
向
上
し

て
い
る
。

　

風
雨
に
対
し
て
の
性
能
は
水
密

性
と
耐
風
圧
で
、
過
去
最
大
級
の

被
害
の
あ
っ
た
集
中
豪
雨
を
は
る

か
に
上
回
る
過
酷
な
条
件
で
も
漏

水
し
な
い
基
準
に
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
気
密
性
は
、
花
粉
や
黄

砂
な
ど
の
防
塵
だ
け
で
な
く
、
冷

暖
房
の
熱
損
失
を
減
ら
す
断
熱
性

や
、
騒
音
を
防
ぐ
遮
音
性
に
も
か

か
わ
る
。
当
然
、
北
海
道
で
は
最

も
高
い
断
熱
性
能
が
求
め
ら
れ

る
。
こ
れ
ら
の
基
準
を
、
地
域
や

場
所
、
用
途
に
合
わ
せ
、
コ
ス
ト

と
の
折
り
合
い
を
付
け
な
が
ら
の

製
品
作
り
に
な
る
。

　

地
場
企
業
で
あ
る
同
社
の
強
み

は
、
工
場
が
あ
り
、
北
国
に
求
め

ら
れ
る
性
能
を
満
し
た
製
品
を
短

期
で
納
品
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
が
あ
る

こ
と
だ
。「
洋
服
と
同
じ
で
、
サ
ッ

シ
も
、
一
窓
ご
と
に
サ
イ
ズ
も
仕

様
も
異
な
る
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
に

応
じ
る
の
が
、
う
ち
の
仕
事
で
す
」

と
言
う
。

　

ト
ラ
ブ
ル
は
め
っ
た
に
な
い
が
、

施
工
で
何
か
気
が
付
け
ば
、
す
ぐ

次
の
工
事
に
生
か
す
こ
と
が
で

き
、
そ
う
し
た
技
術
が
会
社
と

技
術
者
に
共
有
さ
れ
、
蓄
積
さ

れ
て
い
る
。
だ
か
ら
、
突
発
的

な
事
故
対
応
も
こ
な
せ
る
。
店

舗
に
車
が
衝
突
す
る
と
サ
ッ
シ

が
破
損
す
る
の
で
、
応
急
処
置

か
ら
修
繕
ま
で
関
わ
る
こ
と
に

な
る
。

　

た
だ
、
北
海
道
の
建
設
工
事

は
夏
季
に
集
中
す
る
の
で
、
建

具
業
界
も
稼
げ
る
期
間
が
一
年

の
半
分
し
か
な
い
の
が
悩
み
だ
。

だ
か
ら
、
冬
季
に
は
、
河
川
に

流
す
用
水
の
逆
流
を
防
ぐ
樋
門

（
ひ
も
ん
）
に
設
置
す
る
ア
ル
ミ

鋼
構
造
の
上
屋
を
製
作
し
て
、

主
に
東
北
地
方
に
出
荷
す
る
な

ど
、
事
業
の
多
角
化
や
通
年
化

に
努
め
て
い
る
。

　

慢
性
的
な
技
術
者
不
足
や
コ

ロ
ナ
禍
に
加
え
、
円
安
や
ウ
ク

ラ
イ
ナ
危
機
に
よ
る
燃
料
の
高

騰
な
ど
が
あ
り
、
一
企
業
の
努

力
の
域
を
越
え
る
事
態
だ
。
政

府
に
よ
る
、
し
っ
か
り
と
し
た

経
済
対
策
の
実
施
が
求
め
ら
れ

て
い
る
と
い
え
よ
う
。

会員訪問

　

当
時
、
北
海
道
商
工
連
盟

（
道
商
工
連
）
の
創
立
者
で
あ

る
吉
田
忠
三
郎
参
議
院
議
員

と
同
郷
の
縁
で
道
商
工
連
に
加

盟
し
、
今
年
で
45
年
に
な
る
。

本
年
５
月
に
、
長
男
で
常
務
取

締
役
の
平
井
香
希
さ
ん
（
43
）

が
後
任
社
長
に
就
任
す
る
こ
と

に
な
り
、
平
井
さ
ん
は
会
長
と

な
る
。

　

こ
の
間
、
建
築
基
準
法
の
改

正
や
技
術
の
進
歩
も
あ
っ
て
、

平井隆満社長（左）と次期社長の平井香希常務

協
和
サ
ッ
シ
工
業 

株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長
　
平
井
隆
満 

さ
ん   （
82
）

　

素
を
す
べ
て
満
た
す
行
為
を
い

い
ま
す
。

①
優
越
的
な
関
係
を
背
景
と
し
た

言
動
。

②
業
務
上
必
要
か
つ
相
当
な
範
囲

を
超
え
た
も
の
。

③
労
働
者
の
就
業
環
境
が
害
さ
れ

る
も
の
。

＊
客
観
的
に
み
て
、
業
務
上
必
要

か
つ
相
当
な
範
囲
で
行
わ
れ
る
適

正
な
業
務
指
示
や
指
導
は
該
当
し

ま
せ
ん
。

職
場
に
お
け
る
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
の
代
表
的
な
言
動
の
類
型
、

該
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
例

１
、身
体
的
な
攻
撃（
暴
行
・
傷
害
）

　
・
殴
打
、足
蹴
り
を
行
う
。

　
・
相
手
に
物
を
投
げ
つ
け
る
。

２
、精
神
的
な
攻
撃（
脅
迫
・
名
誉

　

棄
損
・
侮
辱
・
ひ
ど
い
暴
言
）

　
・
人
格
を
否
定
す
る
よ
う
な
言

　

動
を
行
う
。相
手
の
性
指
向
・

　

性
自
認
に
関
す
る
侮
辱
的
な
言

　

動
を
含
む
。

　
・
業
務
の
遂
行
に
必
要
な
以
上

　

に
長
時
間
に
わ
た
る
厳
し
い
叱

　

責
を
繰
り
返
し
行
う
。

３
、人
間
関
係
か
ら
の
切
り
離
し

（
次
ペ
ー
ジ
に
続
く
）



（４）

吟
醸
酒
抱
え
た
ジ
イ
は
転
ば

な
い

文
明
は
進
め
ば
い
い
と
思
っ

て
た

儲
か
っ
て
ま
っ
か
？
と
聞
く
な

住
職
に

ト
ー
ス
ト
は
き
れ
い
に
焼
け

た
ほ
が
表

絹
ご
し
に
カ
レ
ー
か
け
て
も

い
け
ま
す
よ

お
見
合
い
を
台
無
し
に
し
た

父
の
ギ
ャ
グ

一
発
の
く
し
ゃ
み
が
取
っ
た
広

い
席

ワ
ク
チ
ン
を
打
て
ば
終
わ
り

じ
ゃ
な
い
ん
だ
が

時
々
は
進
駐
軍
の
顔
を
見
せ

オ
レ
こ
の
世
二
度
目
の
よ
う

な
気
が
し
て
る

合
意
な
く
王
子
が
キ
ス
を
し

た
事
案

マ
マ
チ
ャ
リ
の
子
と
マ
マ
合
唱

し
て
通
り

チ
ン
チ
ョ
ウ
ゲ
笑
い
転
げ
た

中
二
生

使
い
道
５
つ
は
あ
っ
た
新
聞

紙　
（
毎
日
新
聞
「
仲
畑
流
万
能
川
柳
」
よ
り
）

（
隔
離
・
仲
間
外
し
・
無
視
）

　
・
１
人
の
労
働
者
に
対
し
て
同

　

僚
が
集
団
で
無
視
を
し
、
職
場

　

で
孤
立
さ
せ
る
。

４
、
過
大
な
要
求
（
業
務
上
明
ら

か
に
不
要
な
こ
と
や
、
遂
行
不
可

能
な
こ
と
の
強
制
・
仕
事
の
妨
害
）

　
・
新
卒
採
用
者
に
対
し
、
必
要

　

な
教
育
を
行
わ
な
い
ま
ま
到
底

　

対
応
で
き
な
い
レ
ベ
ル
の
業
績

　

目
標
を
課
し
、
達
成
で
き
な
か

　

っ
た
こ
と
に
対
し
厳
し
く
叱
責

　

す
る
。

５
、
過
小
な
要
求
（
業
務
上
合
理

性
な
く
能
力
や
経
験
と
か
け
離
れ

た
程
度
の
低
い
仕
事
を
命
じ
る
こ

と
や
仕
事
を
与
え
な
い
こ
と
）

　
・
管
理
職
で
あ
る
労
働
者
を
退

　

職
さ
せ
る
た
め
、
誰
で
も
遂
行

　

可
能
な
業
務
を
行
わ
せ
る
。

　
・
気
に
入
ら
な
い
労
働
者
に
対

　

し
て
嫌
が
ら
せ
の
た
め
に
仕
事

　

を
与
え
な
い
。

６
、
個
の
侵
害（
私
的
な
こ
と
に
過

度
に
立
ち
入
る
こ
と
）

　
・
労
働
者
の
性
的
指
向
・
性
自

　

認
や
病
歴
、
不
妊
治
療
等
の
機

　

微
な
個
人
情
報
に
つ
い
て
、
当

　

該
労
働
者
の
了
解
を
得
ず
に
他

　

の
労
働
者
に
暴
露
す
る
。

＊
個
別
の
事
案
に
つ
い
て
、
パ
ワ
ハ

ラ
に
該
当
す
る
か
の
判
断
に
際
し

て
は
、当
該
言
動
の
目
的
、言
動
が

行
わ
れ
た
経
緯
や
状
況
等
、
様
々

な
要
素
を
総
合
的
に
考
慮
す
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
相
談
窓
口
の
担
当
者
等

が
相
談
者
の
心
身
の
状
況
や
該
当

言
動
が
行
わ
れ
た
際
の
受
け
止
め

な
ど
、
そ
の
認
識
に
も
配
慮
し
な

が
ら
、
相
談
者
と
行
為
者
の
双
方

か
ら
丁
寧
に
事
実
確
認
を
行
う
こ

と
も
重
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

厚
生
労
働
省 

北
海
道
労
働
局
雇
用
環
境
・
均

等
部
（
電
話
０
１
１
・
７
０
９
・

２
７
１
５
）

（
前
ペ
ー
ジ
か
ら
続
く
）


